
１５牧草と園芸・第５０巻第６号（２００２）

１　はじめに

　「富士ＴＭＲセンター」は朝霧高原で有名な富士

山の西麓，標高５００～９５０ｍに広がる府県有数の酪

農地帯，富士開拓農協管内に位置し，平成１３年７

月よりウエット飼料の供給を開始しました。

　この地域は夏季多雨型の高冷地で，朝夕発生す

る霧による低日照，および牧草の刈取り適期に晴

天が続かない気候の為に，自給飼料のほとんどは

グラスサイレージとして調製，給与されています。

しかし，近年の多頭化や施設規模拡大による草地

への糞尿の過剰投与などに起因する硝酸態窒素の

高濃度化，あるいは水分調整がままならないがた

めの不良発酵，二次変敗など，サイレージの品質

を低下させる要因が多くなっているのも事実で

す。サイレージの嗜好性が思わしくないがために，

全体的な乾物，エネルギー不足がおき，繁殖成績

の低下，それに伴う産次数の短期化を引き起こし，

結果北海道からの未経産牛導入が促進され，富士

開拓農協管内の酪農経営を圧迫している現状があ

ります。

２　富士営業所の取り組み

　富士営業所では，ウエットタイプの混合発酵飼

料「ＴＭウエット」を平成３年から販売展開して

きました。先述のとおり富士地域でのグラスサイ

レージの品質が不安定な為，夏季を中心に良質発

酵サイレージを手軽に給与できることが受け入れ

られ，グラスサイレージの代替的として需要が伸

びていきました。良質発酵した「ＴＭウエット」

は食い込みが良く，牛のボディコンディションも

よくすることが富士地域に受け入れられた要因と

思います。

　しかし，時代の流れとともにＴＭＲに対する需

要が拡大し，そのニーズに対応すべく省力化ＴＭ

Ｒの基礎飼料として「富士ＴＭウエット－ＳＢ」

を平成１２年３月より試験販売，翌年７月より上述

の施設建設により，本格販売を始めました。
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　「富士ＴＭウエット－ＳＢ」は，スーダン乾草，

小麦ストローなどの牧乾草とビール粕，オカラな

どの高水分原料，さらにビートパルプやヘイ

キューブなどを混合し，サイレージ化させた発酵

混合基礎飼料です。専用の乳配（「富士ＴＭベー

ス」）と原物比２：１の割合で混合，給与し，さら

に自給飼料や購入乾草と組み合わせるだけでバラ

ンスの良い，汎用性の高いＴＭＲを調製すること

ができます。

　給与事例として，乳量３０�の牛に対し各現物で

「富士ＴＭウエット－ＳＢ」２０�，「富士ＴＭベー

ス」１０�，そして手持ちの粗飼料として購入乾草

であれば２�程度，グラスサイレージであれば水

分含量にもよりますが５～８�程度の給与となり

ます。

◎富士ＴＭウエット－ＳＢ（発酵混合基礎飼料）

成分（原物換算）：ＤＭ４５％，ＣＰ７％，ＴＤＮ３２％

原料内容：ビール粕，スーダングラス，小麦スト

ロー，トウフ粕，ビートパルプ，ヘイキューブ，

乳酸菌，脱脂粉乳　　

荷姿：４００�フレコン（内装にビニール）

◎富士ＴＭベース

（富士ＴＭウエット－ＳＢ専用配合飼料）

３　富士ＴＭウエット－ＳＢ，及び富士
ＴＭベースのご紹介

　　　　　　　　　　雪印種苗㈱　富士営業所�

原　子　恵　一　�

富士ＴＭウエット現地ルポ�

富士地域の酪農を考える�



保証成分：ＣＰ１６．０％以上，ＴＤＮ７５．０％以上，

粗繊維１０．０％以下，　ＤＣＰ１４．０％以上

形状：ペレット＆フレーク

原料内容：

穀類５９％（トウモロコシ，大豆，マイロ他）

植物性油粕２０％（大豆油かす，なたね油粕）

糟糠類１２％（コーングルテンフィード，ふすま）

その他９％（綿実，糖蜜，アルファルファミール，

炭酸カルシウム，食塩，りん酸カルシウム）

飼料添加物（ビタミンＡ，ビタミンＤ３，ビタミン

Ｅ，ビタミンＢ１，ビタミンＢ２，ビタミンＢ１２，ニ

コチン酸，パントテン酸他）
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　富士開拓農協では，平成３年に富士開拓酪農経

営ビジョンの調査を実施し，いくつかの問題点を

指摘しました。これは，自給粗飼料の生産面から見

た現状と問題点を挙げたものでした。その内容は，

①規模拡大と高齢化による労働力の不足

　富士開拓農協組合員の年間総労働時間（繋ぎ牛

舎）が３，７７６時間（１０．３時間／日，理想は２，０００時

間）でした。これは，規模拡大を目的とした飼養

頭数の増加が原因であり，その結果作業労働時間

の拡大につながりました。しかし，労働している

酪農家自体の平均年齢も年々上昇しており，労働

の過剰化が進みつつあります。

②多頭化に伴う自給飼料の不足

　富士開拓での搾乳乳量２５�でのＴＤＮ自給率は

２０％弱で，将来の多頭化を考えるとさらに１０％前

後に低下すると予想されております。つまり，十

４　何故『富士ＴＭウエット－ＳＢ』を
導入したか？

分な自給粗飼料を確保するには，草地の賃借，購

入により作付け面積を拡大する必要があります。

しかし組合員の所有する草地面積は多頭化により

必要収穫量を超えており，輸入粗飼料に頼らざる

を得ない状況です。これが１頭当たりのコストを

増加させ，経営を圧迫していると考えられました。

③不安定な自給サイレージの質と量

　天候の不順，糞尿の多量施用，困難な適期刈取

り，共同での収穫作業が不安定な自給サイレージ

を生み出す結果と考えられました。現在富士開拓

農協管内の草地面積は約１，０００ｈａありますが，近

年糞尿の多投によりその粗飼料は良品質となって

はいません。結果として，購入飼料への依存度が

大きくなってきています。

　富士営業所としては，富士開拓農協における上

記のような問題点を踏まえ，

①　過重労働の省力化

②　飼料生産コストの低減

　・自給飼料生産に対する過剰な投資

　・近隣の食品製造工場から排出される食品残渣

粕（未利用資源）の利用

　・ＴＭＲ用混合機に対する過剰な投資の抑制

　・混合施設の設置による共同利用

③　給与飼料の品質安定による乳牛の健康維持及

び乳生産性の安定・向上

を実現する有効な手段の一つとして，「富士ＴＭウ

エット－ＳＢ」導入が効果的であると考えました。

　つまり端的に言うと，「富士ＴＭウエット－ＳＢ」

導入の目的は，富士地域の酪農経営における飼料

費の軽減と，飼養管理の平準化による乳量・乳質

の向上及び労働時間の短縮です。
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写真１　富士山をバックにした酪農地帯 写真２　富士ＴＭＲセンター
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５　富士地域でのウエット飼料の利用目的事例

　富士地域でウエット飼料（富士ＴＭウエット，

富士ＴＭウエット－ＳＢ）をご利用いただいてい

る目的は次のようになります。

①　ウエット飼料は嗜好性が良く，採食量（乾物

摂取量）を増加させることができる。

②　発酵状態が良く，採食後ルーメン内発酵が良

くなり，乳成分を安定させることができる。

③　ＴＭＲとして利用する場合，安価ではあるが

嗜好性の良くない輸入粗飼料（例えばローグ

レード－オーツヘイ等）も組み込むことがで

き，１頭当たりのコストを低減できる。

④　飼料メニューの中に，品質の安定した食品を

年間通じて組み込むことができ，乳量の安定

を促すことができる。

⑤　富士ＴＭウエット－ＳＢの場合，メニューが

簡素化されている為作業時間が短く，省力化

に貢献している。

⑥　自給飼料との相性もよく，併用型のメニュー

により通年のサイレージ給与が可能になる。

６　現地の情況

　「富士ＴＭＲセンター」の稼動以来，ウエット飼

料のメリットを富士開拓農協管内の酪農家さんに

提案し続けた結果，現在富士ＴＭウエット２銘柄

で１２戸がご利用して頂いております。また，山梨

県，神奈川県，岐阜県，長野県等中部地方にも供

給しております。

　平成１３年１０月からは，「富士ＴＭＲ利用者懇談

会」を富士開拓農協管内の酪農家さん１０名を中心

に開催し，会員以外の酪農家にも門戸を開き，情

報を発信しております。懇談会は平成１４年３月ま

でに５回を数え，うち３回はフィールド検討会を

現地のウエット飼料の利用酪農家を研修先として

開催しております。ウエット飼料を利用するとい

う共通項を持つ酪農家が同じ問題点（主に飼養管

理）を抱えたとき，同じ視点で問題を解決できる

ことがメリットとして考えられます。よく話題に

なるのが

①　繁殖の問題（繁殖率の向上）

②　飼料給餌の作業効率（作業時間の短縮）

③　乾乳管理（乾乳飼養技術の向上）

④　分娩後の事故の予防及び対処技術

⑤　乳検データ利用による泌乳期の適正ボディコ

ンディション調整技術

⑥　雪印乳量予測システムによる経営改善計画の

立案，及び飼料投資効果の確認

等であり，常に雪印種苗としての改善案の返答を

行い，情報の共有を図っております。

７　最後に

　「富士ＴＭウエット－ＳＢ」及び「富士ＴＭウ

エット」は順調に富士地域の酪農家に認知されつ

つあります。今後も富士ＴＭＲ利用者懇談会を中

心に，ウエット飼料をご利用いただいている酪農

家さんからの要望を取り入れた品質管理と製品開

発を行っていきたいと考えます。

　また，将来は穀類を混合させた完全ＴＭＲ飼料

の開発，搾乳牛１頭当たりの低コストを実現する

ＴＭＲの提案，製造等を実施し，富士地域の酪農

発展に貢献していきたいと考えております。

写真３　バンカーサイロ利用作業風景 写真４　富士ＴＭウエット－ＳＢの状態
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